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唖
柔
魂
舘
諦
恥
．＃

盛
大
に
起
工
式

芋
罰
加
州
弔
淳
忌
切

》
黒

尽
画
口
Ｋ
や
口
胎
ぷ
ゎ

■
④
８
０
③
◇
。
◆
●
も

》
燭
刊
恥
型
穗鱸
林
道
の
建
設
に
着
手

凸
ザ
ロ
ザ
ユ
ザ
ロ
Ｊ
Ｇ
誹
哺

》
の
ら
●
も
●
凸
ｐ
ｃ
■
凸

国
営
小
川
川
股
紫
水
利
躯
業
の
起
狐
こ
の
、
、
同
珊
災
に
反
対
す
る
股
民

式
は
十
月
卜
九
Ｈ
午
Ⅲ
卜
一
時
半
か
ら
な
ど
お
よ
そ
六
十
人
が
、
式
助
に
入
る

金
木
中
学
校
体
育
航
で
．
腱
林
行
、
鮎
な
う
と
し
た
行
井
束
北
股
政
岫
及
を
尖
力

ら
び
に
地
元
関
係
荷
な
ど
五
面
五
十
人
で
川
止
し
、
式
典
は
予
定
よ
り
二
十
分

か
出
席
し
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
似
ｋ
も
お
く
れ
ま
し
た
。

式
典
は
神
蜥
・
鍬
入
れ
・
玉
川
奉
典
ま
た
、
式
典
か
始
ま
っ
て
か
ら
も
、

の
あ
と
、
石
井
來
北
股
政
吋
氏
の
式
辞
〃
わ
れ
わ
れ
も
式
典
に
出
職
す
る
椎
利

斎
滕
展
林
竹
股
地
川
総
獅
拠
災
（
股
杯
が
あ
る
〃
な
ど
と
い
っ
て
係
幽
の
制
止

大
肛
の
代
州
）
の
あ
い
さ
つ
、
施
尼
小
も
き
か
ず
式
賜
の
途
巾
ま
で
乱
入
し
た

川
川
農
粟
水
利
邪
．
業
所
長
〃
経
過
報
侮
Ｄ
式
助
の
体
行
館
の
ま
わ
り
で
ス
、
ヒ
ー

竹
内
知
辨
、
三
上
金
木
町
瞳
、
小
林
川
カ
ー
で
騒
ぎ
た
て
る
な
ど
し
て
式
典
の

刈
参
雛
院
縦
凸
ら
の
祝
辞
か
あ
っ
て
、
進
行
を
妨
粁
し
ま
し
た
。

午
後
二
時
半
終
わ
り
ま
し
症
や
、
‐

な
お
、
同
僻
業
は
現
征
、
小
川
川
上

流
の
、
ダ
ム
雌
投
予
定
地
で
工

長
の
諮
問
に
こ
た
え
る
機
関
）
で
あ
る

「
金
木
町
総
合
開
発
群
議
会
」
は
先
に

組
繊
会
を
附
き
、
会
艮
に
大
橘
忠
雄
氏

刑
会
及
に
今
松
雄
氏
を
選
び
ま
し
た
。

今
後
必
要
に
応
じ
、
専
門
部
会
を
没
け

町
の
諮
間
に
こ
た
え
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。な
お
、
委
員
の
氏
衞
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

原
川
一
実
（
町
議
会
談
踵
）
大
橘
塊
五

会
長
に
大
橋
（
忠
）
氏

■
Ⅱ
、
■
■
脚
・
Ｐ
・
・
陣
■
日
■
阿
削
■
●
・
凸
■
■
■
■
■
耳
・
凸
■
・
【
制
脚
Ｎ
■
■
・
凸
。
。
②
Ｐ
Ｒ
■
Ｌ
皿
■
・
■
・
皇
■
■
Ｈ
Ｕ

ｌ
総
合
開
発
審
礒
会
Ｉ

【大橋氏】

毬
日
日
回
・
・
■
・
要
■
■
Ｈ
Ｕ
年
○
口
●
■
■
■
四
日
四
・
●
■
・
■
冊
■
■
■
ｕ
・
凸
・
●
●
白
日
■
■
■
・
・
・
・
凸
■
■
■
■
・
●
。
■
●
２
画
■
ｕ
■
Ｕ
■
①
冒
廿
■
■
■
■
四
●
・
・
・

即
（
町
議
灸
刷
織
瞠
）
今
久
米
雄
（
町

過
氏
砿
櫃
卿
雌
駈
鮴
搬

砿
会
１
行
委
凸
長
）
鴫
抑
他
門
（
数
行
委
仙
）

成
川
博
戯
（
股
業
委
幽
灸
股
）
派
川
脈

金
木
町
次
郎
（
股
業
委
凶
）
徹
曜
他
艸
（
小
川

の
将
来
の
川
股
業
水
利
事
業
川
災
）
松
川
州
火
（
金

「
あ
る
く
水
悩
林
叫
挺
）
佐
藤
叫
郎
（
倫
水
地
ぱ

き
饗
‐
一
を
股
業
改
良
杵
及
所
腫
）
新
川
粘
祢
（
企

訴
縦
す
る
水
尚
浮
学
校
踵
）
川
巾
良
、
工
川
（
企

機
関
（
町
水
川
総
扮
探
腫
）
ｎ
川
附
‐
（
川
雌
批

）
で
あ
る
挑
艮
）
中
村
健
川
（
金
木
町
股
堆
協
川

」
は
先
に
組
合
長
）
北
川
亥
之
助
（
企
水
川
尚
岻

橋
忠
雄
氏
公
踵
）
尚
杉
淀
千
代
（
命
水
川
迎
合
州

ま
し
た
。
人
公
踵
）
川
海
浄
（
り
ん
ご
側
係
川
体
〕

会
を
没
け
以
坂
徳
戯
（
畜
脈
関
係
川
休
）
柳
″
泊

一
に
し
て
い
八
郎
（
川
ｎ
ｔ
地
改
良
Ⅸ
職
仙
）
花
川

・
一
（
映
砿
会
議
凸
）
秋
谷
淌
逸
（
州
糾

ぎ
の
と
お
峡
）
大
橘
忠
雄
（
仙
尚
Ｋ
灸
及
）
岡
従

宏
川
（
陸
奥
新
報
金
木
文
川
及
）
休
々

大
橘
卿
五
水
法
導
（
照
通
院
住
職
）
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Ｍ
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Ⅷ
Ⅱ
Ｍ

Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ｍ

Ｗ
Ⅱ
Ⅱ
肥

Ⅶ
Ⅱ
Ⅱ
仙

吋
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

軸
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
叫

即
Ⅷ
Ⅱ
Ⅱ
叫

加
叩
Ⅱ
Ⅲ
Ｍ

Ⅱ
Ⅱ
叩
胡

Ｍ
Ⅲ
叩
Ⅱ
叩

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
肌

冊
Ⅱ
Ｗ
Ｍ

Ｍ
Ⅱ
Ⅱ
咀
胡

的
Ⅲ
叩
Ⅲ
岫

岨
Ⅱ
Ⅱ
皿

、
Ⅱ
Ⅱ
叩

叩
Ⅲ
肥
Ⅲ
叫

冊
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅳ
Ⅱ
Ⅱ
皿

柵
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
皿
Ⅱ
Ⅱ
曲

Ⅲ
Ⅱ
仰
鯆

朋
Ⅲ
卯
川
畑

帥
艸
叩
Ⅲ
Ⅱ

Ⅶ
Ⅲ
Ⅱ
叩
咄

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｍ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
仙

川
Ⅲ
Ⅱ
岫

叩
冊
Ⅲ
川
㈹

皿
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
恥

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
ロ
Ⅱ
叩
叫

Ⅱ
叩
Ⅱ
Ⅱ
肌

一
Ｗ
Ⅱ
川
棚

冊
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
肌

刊
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

伽
Ⅱ
叩
Ⅱ
肥

』
Ⅲ
則
叩
即
此

Ⅱ
Ⅱ
叩
蛆

Ⅱ
叩
腰
Ⅱ

叩
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

伽
Ｈ
Ⅱ
Ⅲ
恥

祁
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

刑
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
加

川
Ⅱ
Ⅱ
肌

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

冊
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅶ
Ⅱ
Ⅱ
冊

恥
Ⅱ
Ｍ
Ⅱ
叩

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
叫

吋
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

間
肋
Ⅱ
即
叩
』

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

叩
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
叩

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
”

”
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ

帥
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

I

ﾉっぱな遊び場

々内会～

ｎ
動
車
か
日
地

し
に
ふ
え
、
空
地

は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
雌

物
か
建
て
ら
れ
る

な
ど
、
子
ど
も
の

遊
び
鋤
は
減
匂
一

方
の
昨
今
、
一
町

此
の
沸
感
か
き
っ

か
け
と
な
り
、
り

っ
ぱ
な
子
ど
も
の

遊
剛
地
か
で
き
た

と
い
う
明
る
い
柵

題
が
あ
る
。

金
木
町
山
道
町
内
会
（
中
谷
定
雄
会

長
）
で
も
子
ど
も
の
遊
び
勘
か
な
く
、
な

ん
と
か
し
て
「
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
遊
べ
る
施
役
」
を
つ
く
っ
て
や
ろ
う

と
い
う
の
が
特
ん
な
の
願
い
で
し
た
。

し
か
し
、
一
悉
問
胆
に
な
る
の
は
な

ん
と
い
っ
て
も
川
地
確
保
。
航
上
が
り

一
〃
の
土
地
を
附
人
す
る
こ
と
は
も
と

よ
り
無
雌
な
砧
。
そ
こ
で
駅
挫
住
宅
川

地
の
東
側
に
流
千
平
″
メ
ー
ト
ル
（
約

五
以
歩
）
の
咽
瑚
な
聖
地
か
あ
る
こ
と【遊園地とあそぶ子どもたち】

金
木
町
琶
人
ク
ラ
ブ
迎
合
会
「
睦
美

公
」
（
川
巾
殉
行
金
踵
）
で
は
八
月
初

旬
か
ら
金
木
町
浦
川
の
町
有
地
に
老
人

の
た
め
の
「
い
こ
い
の
家
」
を
雌
殻
し

て
い
ま
し
た
か
、
九
川
に
光
成
し
、
老

人
た
ち
か
ら
悪
ば
れ
て
い
ま
す
。

定
成
し
た
建
物
は
木
造
モ
ル
タ
ル
塗

り
平
縦
雌
て
両
一
・
卜
丘
平
方
メ
ｌ
ｒ
ル

ヘ
・
下
八
坪
）
で
、
ト
イ
レ
な
ど
の
ほ

か
タ
イ
ル
仮
り
の
プ
ロ
も
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

述
段
に
あ
た
っ
て
は
、
灸
画
が
労
力

恭
仙
し
た
ほ
か
、
一
般
町
比
か
ら
も
丹

に
目
を
つ
け
、
所
有
者
の
州
ｎ
町
の
角

田
由
古
さ
ん
に
僻
地
の
交
渉
を
し
た
と

こ
ろ
、
角
川
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
た
め

な
ら
ば
」
と
い
っ
て
、
快
く
無
仙
で
提

供
す
る
こ
と
を
吹
紺
し
ま
し
た
。
町
内

会
で
は
さ
っ
そ
く
幣
地
に
と
り
か
か
る

こ
と
に
な
り
、
町
か
ら
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

の
川
肋
を
仰
ぎ
、
会
口
も
進
ん
で
労
力

稚
仕
を
か
っ
て
で
て
、
汁
凹
は
ト
ン
ト

ン
拍
子
に
進
み
、
と
り
か
か
っ
て
か
ら

わ
ず
か
・
・
週
間
た
ら
ず
で
幣
地
を
終
え

る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
…

樅
地
さ
れ
た
腿
い
蚊
地
に
は
鉄
棒
、

ブ
ラ
ン
コ
、
ベ
ン
チ
、
砂
場
、
水
飲
み

脇
な
ど
も
段
慨
し
、
ま
た
小
さ
な
遮
助

灸
な
ど
も
で
き
る
よ
う
工
火
を
こ
ら
し

た
り
つ
ば
な
遊
び
助
が
光
成
。

九
川
晶
卜
：
・
川
に
は
一
‐
川
世
町
内
会

子
ど
も
の
広
助
」
と
街
づ
け
て
川
場
式

を
行
な
い
ま
し
た
。

町
内
会
の
人
た
ち
は
、
何
川
さ
ん
の

群
ぱ
こ
洩
削
し
、
ｎ
分
た
ち
の
一
致
し

た
伽
″
で
ｆ
ど
も
た
ち
の
夢
を
一
つ
実

現
し
て
や
れ
た
こ
と
を
喜
び
合
っ
て
い

ま
す
Ｕ

老
人
の
「
い
こ
い

の
家
」
が
完
成

が
あ
っ
た
ら
、
暖
砂
の
Ｋ
犬
を
し
、
冬

巾
を
た
の
し
く
過
ご
す
研
究
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

ふ
す
ま
や
脈
子
の
椎
け
か
え
は
卜
晶

月
に
な
っ
て
か
ら
で
は
お
そ
す
ぎ
ま

す
。
十
一
川
巾
に
す
ま
せ
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

暖
腸
器
具
も
ほ
と
ん
ど
仙
い
飴
め
て

い
ま
す
か
、
石
汕
ス
ト
ー
ブ
は
使
う
前

に
十
分
点
検
し
、
汕
も
れ
や
、
い
た
ん

だ
と
こ
ろ
を
完
全
に
な
お
し
て
か
ら
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

や
雌
ぷ
と
ん
、
柵
の
み
終
わ
ん
な
ど
寄

剛
か
あ
り
、
圧
両
十
・
・
・
人
の
公
幽
た
ち

を
感
激
さ
せ
ま
し
た
。

【
完
成
し
た
「
い
こ
い
の
家
」
】

今
可
Ⅱ
■
９
■
垂
一
一
口
■
■
■
日
凹
・
画
邑
口
■
■
■
日
■
・
・
・
・
・
凹
皿
■
■
回
・

刺
夕
め
っ
き
り
寒
く
な

り
ま
し
た
。
川
も
な
く
噂

の
季
節
で
す
。
Ⅱ
水
の
家

胤
は
、
と
も
す
る
と
す
き

間
肌
か
ふ
き
ぬ
け
ま
す
。

ま
す
、
す
き
Ⅲ
瓜
を
ふ
せ

ぐ
Ⅸ
犬
を
こ
ら
し
て
く
だ

さ
い
。川
の
あ
た
ら
な
い
部
隠

、

役
賜
庁
介
の
断
築
仙
川
に
伴
い
、
↓
Ⅳ
Ⅲ

＃
１
１

年
研
修
脈
か
取
り
こ
わ
さ
れ
ま
し
た
の
柵

で
、
金
木
地
区
股
堆
改
良
門
及
所
な
ど
‐
柵

一
《
づ
の
猟
勝
所
か
膨
岻
に
な
り
ま
し
唯
、
柵

移
岻
先
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
洲

。
金
木
地
区
股
莱
改
良
杵
及
所
↓
北
新
州

町
小
林
燃
料
咄
「
断
Ⅱ

、
血
所
川
服
化
水
州
務
川
企
水
川
狼
所
柵

↓
間
断
川
人
〆
食
峨

◎
金
水
町
間
Ⅸ
会
↓
刑
新
川
し
ら
は
る
辱
川
Ⅲ《Ⅱ

岬
払
ｆ
所
・
１

１
・
’
１

叩
川

口
■
１
．
ヶ
呂
呂
。
刀
■
ｒ
■
■
１
０
・
呂
呂
〃
■
庁
■
■
■
Ｊ
？
凸
呂
』
Ｉ
Ｄ
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
ロ
。
邑
二
、
一
画
Ｊ
■
ｕ
１
ｐ
Ｕ
二
三
一
岬
州

一
小
包
は
枢
月
褐
日
”
”
”

“
年
賀
状
は
吃
月
型
日
ま
で
に
一
州

岨

今
州
川

一
ま
獅
未
帷
皿
馳
袖
罰
軌
遮
祉
岬
川
卦
州

一
帖
司
侭
帷
堆
仙
郡
型
郵
呼
岬
梱
叡
一
州

Ⅱ
Ⅱ
川

‐
と
に
注
戯
し
て
卜
さ
い
。
伽
朏

一
．
あ
て
名
は
、
く
わ
し
く
、
ハ
ツ
一
岬

、
キ
リ
と

』
州
唖
酬
罹
岼
毎
魂
嚥
推
岬
岬
岬
一
州

一
．
鋤
侭
錆
割
釧
討
椎
計
崖
い
。
“
Ⅷ
“

一
州
叫
酔
班
捗
啼
”
癖
桝
坐
岬
榊
一
榊

叩叩

一
辨
師
垂
州
帥
岬
恥
部
州
岬
》
垂
拙

一
州
州
噛
咋
掛
稲
恥
御
忙
州
吋
掴
一
‐
伽 Ⅱ

Ⅱ

一
螺
函
娼
一
汕
嘱
も
忘
れ
ず
に
一
州

‐
↓

一
．
あ
な
た
の
住
所
も
ハ
ッ
キ
リ
と
伽
洲

０
１
１

１
！
坐
躍
旗
緬

蛇帥

獅
務
川
移
岻
の

お
知
ら
せ

I

11

11

(2）



九
脚
一
日
か
ら
工
邪
出
三
百
五
十
万

円
で
、
旧
支
所
跡
に
姐
築
を
進
め
て
い

た
稗
良
巾
診
擁
所
は
十
一
月
八
日
光
成

し
ま
し
た
。

こ
ん
ど
光
成
し
た
診
縦
所
は
、
木
造

モ
ル
タ
ル
途
り
平
尉
雌
て
二
○
八
平
〃

メ
ー
ト
ル
（
六
十
三
坪
）
で
、
邪
勝
室

診
旅
室
、
待
合
裳
、
検
代
案
、
休
盤
室

器
具
樋
勤
、
倉
叩
、
医
師
伽
宅
な
ど
が

投
趾
さ
れ
て
い
ま
す
。

喜
良
市
診
療
所
が
完
成

【
完
成
し
た
喜
良
市
診
療
所
】

診
療
開
始
は
二
十
日
過
ぎ

な
お
、
診
娠
川
の
医
師
に
は
、
平
謝

摘
院
の
荘
加
避
陛
川
か
今
月
の
二
十
Ⅱ

頃
筋
任
し
、
診
恢
に
刈
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

会
長
に
高
杉
さ
ん

ｌ
連
合
婦
人
会
ｌ

金
木
町
迎
合
蹄
人
会
で
は

先
に
総
会
を
開
き
、
つ
ぎ
の

と
お
り
昭
和
四
十
三
年
膣
の

役
幽
を
決
め
ま
し
た
。

会
長
Ⅱ
尚
杉
美
千
代
（
那
湘
）

剛
会
長
Ⅱ
安
川
百
合
子
（
金

木
）
川
賜
京
子
（
川
倫
）

今
キ
ヌ
（
喜
良
市
）
脈
川

サ
ダ
（
藤
枝
）
白
川
哲
子

（
蒔
川
）
舛
些
き
み
え
（
茄

瀬
）

監
班
Ｉ
泉
谷
久
子
（
川
倉
）

村
川
ア
イ
（
金
木
）
舛
挫

き
み
え
（
流
瀬
）

会
鮴
Ⅲ
川
小
山
内
る
い

庶
務
Ｉ
沢
川
さ
ち

◇
。

福
祉
年
金
の
額
が

上
が
り
ま
す
…
…
…
保
険
料
も

す
と
、
制
皮
か
始
ま
っ
た
と
き
、
す
な

わ
ち
八
年
川
に
は
、
年
額
一
万
・
一
千
門

月
額
に
し
て
千
円
で
し
た
。
そ
れ
が
数

度
の
改
正
で
、
こ
と
し
の
一
川
に
は
一

万
九
千
二
百
円
（
月
紺
千
六
両
円
）
、

さ
ら
に
、
こ
の
十
月
に
は
二
万
四
百
円

（
川
瀬
千
七
百
円
）
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
柵
祉
年
金
は
、
経
済

の
成
踵
、
そ
し
て
受
給
打
の
胸
な
ど
を

聞
き
入
れ
な
が
ら
、
ど
ん
ど
ん
改
善
ざ

こ
こ
数
年
の
経
涜
成
睡
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
あ
み
迩
味
で
は
圧
迫
し
、
あ

る
戯
味
で
は
盤
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

生
活
狸
腱
が
尚
ま
れ
ば
当
然
の
よ
う
に

そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
お
金
も
必
盤
と

な
り
ま
す
。

禰
祉
年
金
も
、
こ
の
よ
う
な
経
済
の

成
長
に
合
わ
せ
て
、
年
々
改
隣
さ
れ
て

き
て
お
り
ま
す
。

老
齢
柵
祉
年
金
を
例
に
と
っ
て
み
ま

蕊溌議蕊
来
る
十
二
月
一
日
現
在
で
永
久
選
挙
人
名
繩
に
職
録
い
た

し
ま
す
か
ら
左
把
に
該
当
す
る
力
は
、
役
場
内
選
挙
栂
肌
委

員
会
に
十
二
月
一
日
ま
で
に
叩
し
出
て
下
さ
い
。

記

一
、
冊
和
四
十
三
年
十
二
月
一
日
で
満
二
十
才
に
途
す
る
人
↓

（
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
一
側
ま
で
に
牝
れ
た
人
）

二
、
満
二
十
才
以
上
で
昭
和
四
十
三
年
八
川
一
ｎ
ま
で
に
金

木
町
に
転
入
し
た
人
。

（
府
の
人
は
Ⅲ
居
住
地
町
村
で
発
行
し
た
仇
乢
侈
肋
脈

を
持
参
の
こ
と
）

二
、
淵
町
内
で
住
所
を
変
災
し
た
人
。

っ
た
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
兇
合
う
だ

け
の
保
険
料
が
必
要
と
な
り
、
来
年
の

一
月
か
ら
の
保
険
料
額
は
、
ニ
ト
イ
か

ら
三
十
四
才
ま
で
の
人
は
・
・
丘
○
円
、

三
十
五
才
か
ら
五
十
九
才
ま
で
の
人
は

言
、
【
）
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
、
納
め
て
い
る
保
欣
料

か
ら
五
○
円
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
た
棚

で
す
。

（
町
民
課
）
．

れ
ま
す
。

こ
こ
で
、
新
ら
し
い
年
金
額
を
お
知

ら
せ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

老
齢
猫
祉
年
金

二
万
四
Ｗ
円

陣
秤
隔
祉
年
金

三
万
二
千
四
百
川

母
子
・
準
母
子
郁
祉
年
金

二
万
六
下
四
面
円

年
金
額
か
こ
れ
ま
で
の
一
・
併
半
に
な

金
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

画醍塑痙"共同募金のお願い
｜

I

一
一
救
済
、
怖
報
収
雌
を
し
て
い
る
ほ
一
一

一
か
、
Ⅱ
附
併
さ
ん
の
法
祁
碓
活
に
一

一
関
す
る
道
梁
内
従
と
し
て
無
料
人
一

一
一
樅
州
淡
を
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
か
一
『

一
一
ら
、
ご
速
胆
な
く
お
叩
し
川
で
下
一
一

一
さ
い
。

一
一

一
一
金
木
町
に
お
か
れ
て
い
る
人
椛
一

一
一
よ
う
捜
委
画
は
つ
ぎ
の
″
々
で
す
一
一

一
一
近
雌
廻
六
脚
良
巾
）
ｎ
川
雅
凡
一
一

一
螂
作
駅
梛
峠
飛
岬
祁
卍
悠
神
軒
↑
Ⅱ
一

一
一
（
群
艮
巾
）
一
一

一
Ｆ
１
１
リ
ー
リ
リ
リ
リ
叩
１
１
１
り
ど

一
可
，
Ｉ
‐
Ｉ
‐
’
１
‐
’
１
‐
’
’
’
１
‐
’
１
↓
ｌ
ｉ
ｌ
，
ｌ
‐
’
１
‐
’
●
’
．
‐
ｌ
即
一一一

一
人
椎
よ
う
謎
委
員
一

一
に
つ
い
て
一
一一一

一
基
本
的
人
椛
は
催
す
こ
と
の
川
一

二
米
な
い
永
久
の
樅
利
で
す
。

一
て
恥
唖
岬
吐
“
榊
屋
蝉
峨
皿
唾
帽
一

一
た
げ
ら
れ
る
満
か
な
く
な
っ
て
こ
一

｜
》
そ
、
は
じ
め
て
即
想
の
国
家
で
あ
一

一
一
り
、
社
会
で
あ
り
ま
す
。
一
一

一
法
務
局
や
人
権
よ
う
灘
委
幽
の
二

一
画
睡
低
紀
幟
陛
郷
岬
州
岬
峠
耐
る
一

一
一
，
び
１
Ｋ
も
〆
や
１
１
、
印
・
●
ｑ
１
Ｊ
ｏ
Ｊ
叩
口
凡
一
ｊ
ｆ
Ｌ
。
．
。
。
こ
動
。
今
。
、
１
，
Ｊ
・
卓
、
」

!,,i,IJIMMlr
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津島文治氏の叙勲祝賀会－
２
を
受
鯛
し
た
樹
の
う
ち
、
副
業
蹄
を
提
出
し
、
巾
町
村
は
内
叩
什
を

賛
金
を
必
盤
と
す
る
荷
に
対
し
、
そ
そ
え
て
県
へ
同
付
し
、
雌
は
内
叩
＃

の
価
券
を
担
保
と
し
て
涜
金
を
融
通
惟
耐
凱
虻
国
民
金
融
公
叩
文
勝
へ
川

す
る
こ
と
を
川
的
と
す
る
。

②
貸
付
け
条
件
柵
愛
人
の
費
絡
は
と
痙
弛
剰
澱
抑
泌
咋
礒
祁
辨
拙
吋
卸

回
仙
の
肥
名
蒋
で
箇
金
の
使
途
は
那
恥
の
比
碓
拠
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

標
泄
の
悩
券
を
扣
保
と
し
て
那
莱

資
金
を
貸
付
す
る
制
度
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら

ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
目
的
こ
の
衝
付
は
洲
拐
肴
時
別

交
付
金
国
叩
仙
芥
（
以
下
側
仙
と
い

奉
錐
叫
州
拙
拙
岬
曄
幟
一
、
》

光
章
の
栄
紳
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
・

お
祝
い
す
る
公
か
十
一

月
六
日
、
弘
川
棚
爪
銀

行
二
階
で
行
な
わ
れ
ま

心
・
画
一
唾
泌
，

し
た
。

謎

こ
の
会
に
は
、
受
尚

さ
れ
た
津
肋
文
治
氏
を

は
じ
め
、
発
起
人
の
三

上
町
長
、
陳
川
町
鍍
金

誰

鍛
坐
川
桃
州
榊
岻
雌
唯
一

瀧
川
氏
の
受
幽
を
お
祝
ゞ
ｂ
ｆ
ｖ
心

い
し
ま
し
た
。

【
祝
黄
会
と
あ
い
さ
つ
す
る
津
島
氏
】

｜業
賛
金
に
限
る
。
衝
付
の
限
度
額
は

十
五
万
円
以
内
で
、
岱
付
刈
川
は
脚

世
の
雌
終
俄
趣
川
ま
で
の
期
間
以
内

と
す
る
。
歯
付
け
利
率
は
年
六
分
。

③
申
込
の
取
次
と
内
川
借
人
漏
繋
荷

は
、
そ
の
牌
住
す
る
巾
町
村
へ
巾
逃

I

詫
蕊

可

舎

。

。
。

■
Ｑ

、
け

Ｉ
Ｌ
ｇ

ｆＦ
、

Ⅱ
職
業
訓
練
生
の
募
集
Ⅱ

応
罪
管
絡
と
し
て
は
、
茂
獅
数
育
修

参
ｊ
以
ｋ
の
学
雁
を
、
し
健
雌
で
就
職
怠

欲
の
脈
盛
な
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

受
験
で
き
ま
す
。

応
罪
。
乎
統
は
、
①
入
所
願
岬
②
志
願

析
洲
代
炎
③
吋
体
検
介
艸
④
雌
終
卒
業

学
校
成
紬
肌
肌
岬
、
岫
校
進
学
捌
在
表

⑥
が
典
呼
各
“
通
を
添
え
て
、
職
業
訓

練
所
ま
た
は
雌
滞
り
の
公
共
職
堆
安
定

所
に
申
し
込
ん
で
ド
さ
い
。

ま
た
、
入
所
し
た
賜
合
は
、

イ
、
授
業
料
は
脈
料
で
す
。

ロ
、
火
料
川
典
及
び
教
材
は
賃
り
し
ま

｛
９
０

ハ
、
訓
練
修
ｒ
後
は
枇
職
を
あ
っ
せ
ん

し
ま
す
。

二
、
皿
伽
に
は
峨
峨
刈
州
が
適
川
さ
れ

ま
す
。

な
ど
の
特
典
か
あ
り
ま
す
。

な
お
、
罪
錐
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。
▽
吋
森
職
堆
訓
練
所

職
靴
定
山
逃
普
川
日

一
戸
畷
酎
修
川
皿
犯
人
旭
川
旭
日

ミ
シ
ン
純
製
肛
印
人
〃
Ⅳ
日

技
術
を
身
に
つ
け
よ
う

Ｉ
助
け
合
い
運
動
に
ｌ

金
木
町
商
Ｉ
会
行
年
部
（
伊
藤
町
一

部
股
）
で
は
、
助
け
合
い
通
勤
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
慈
鮮
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ー
の
益
金
五
千
円
を
役
助
に
届
け
ま
し

た
。
役
場
で
は
こ
れ
を
堆
活
保
謹
家
庭

に
配
分
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

商
工
会
陛
凹
年
部
か
’

五
千
円
贈
る（

生
ま
れ
た
人

☆
中
村
正
・
一
（
正
造
２
Ⅷ
）
間
新
町

☆
野
宮
眼
也
（
踵
服
侭
叫
）
新
禰
町

☆
小
出
桐
聰
（
久
一
災
Ⅶ
）
燗
新
町

☆
鮒
川
公
明
（
正
一
３
Ｗ
）
川
道
町

☆
野
宮
正
道
（
徳
・
一
２
Ｗ
）
術
野
川

☆
徳
川
寿
剛
（
僻
－
２
Ⅶ
）
川
端
町

☆
阿
部
育
子
（
広
２
女
）
側
Ⅲ
町

☆
旧
巾
雅
人
（
仙
尺
良
Ⅶ
）
川
道
町

☆
川
中
郁
子
（
冊
則
踵
女
）
北
新
町

☆
中
谷
光
代
（
照
收
睡
女
）
川
術

☆
木
村
文
子
（
昭
尚
艮
女
）
附
新
町

☆
川
中
美
卉
子
（
艮
川
腫
女
）
僻
川

☆
方
間
脳
形
（
州
犬
腱
叫
）
＃
町

☆
沢
川
鋼
補
（
侭
他
及
川
）
汁
松
川

☆
陳
″
俊
典
（
苑
地
及
川
）
米
町

☆
曲
川
博
厳
（
油
仙
災
列
）
小
川
町

☆
川
Ⅱ
流
子
（
武
雄
腿
女
）
僻
川

☆
川
崎
典
史
（
惣
一
・
・
川
２
Ⅲ
）
神
川
町

☆
角
川
一
に
（
川
雌
及
川
）
川
町

☆
中
内
典
有
災
（
偲
雌
蛙
女
）
川
道
町

☆
佐
藤
公
治
（
北
咀
弛
２
Ｗ
）
兄
肺
町

☆
佐
藤
左
千
千
（
四
郎
３
女
）
符
松
川

☆
佐
々
木
弘
行
（
栄
冶
災
女
）
棚
Ⅲ
町

☆
・
一
↑
上
正
代
（
勉
長
女
）
符
松
川

☆
鈴
木
尚
（
敏
文
２
Ⅶ
）
川
道
町

☆
尚
崎
Ⅲ
（
俊
冊
２
Ｗ
）
止
小
蟠
崎

☆
沢
川
兇
（
戊
作
３
Ⅶ
）
下
鍛
冷
町

☆
秋
・
肥
昭
叫
へ
惣
一
歴
Ⅶ
）
ｔ
小
蛎
崎

☆
川
海
迅
帆
ｆ
（
稚
治
２
友
）
下
昭
和
町

☆
水
正
絹
子
（
久
一
・
２
女
）
束
川

☆
眼
川
味
（
が
災
睦
咄
）
断
堤
町

☆
松
川
明
人
（
下
代
川
踵
叫
）
収
町

☆
舛
挫
光
作
（
俊
帖
２
Ⅷ
）
ド
断
町

☆
匝
滕
砿
（
広
心
２
脚
）
巾
町

☆
木
村
勝
美
（
良
一
腿
Ⅶ
）
新
堤
町

☆
飯
塚
美
奈
子
（
油
繩
女
）
収
町

☆
成
川
昭
雄
（
巾
艸
２
Ｗ
）
小
柏
水

出
生
と
死
亡

七
、
八
、
九
、
十
月
届
出
分

ｉ

☆
今
里
美
（
旺
志
災
父
）
ド
州
測
町
州

☆
三
上
早
鮒
（
倣
災
艇
女
）
下
派
汀
》
州

☆
白
川
奈
津
子
（
瀧
川
３
女
）
胱
派
汀
》
州

☆
乗
川
硲
文
（
藤
肺
２
棚
）
ｋ
派
汀
一
、
Ⅲ
岬ⅡＭＮ的

☆
桑
川
忠
子
（
蝶
股
女
）
北
派
血
洲

☆
火
桶
淌
一
（
画
災
Ⅶ
）
ｋ
派
虻
川

☆
桝
舗
忠
（
火
２
側
）
双
轆
町
剛

☆
大
柵
浮
砒
（
雅
災
股
Ⅲ
）
ｔ
派
Ｗ
》
柵Ⅱ恥

☆
川
村
鵬
ｆ
（
川
３
女
）
北
水
川
柵ⅡＮ

☆
水
立
僻
（
武
雄
２
側
）
洲
兄
町
柵

☆
乗
川
収
ｒ
（
災
・
・
２
女
）
服
派
硴
Ⅷ

☆
膝
爬
純
止
（
文
雄
災
α
）
ｋ
派
硴
紗

☆
伊
雌
川
子
（
忠
光
艮
女
）
洲
兇
町
州

☆
〈
！
宏
降
（
樋
川
２
Ｗ
）
川
端
川
縦

死
ん
だ
人

★
汲
谷
服
庇
郎
（
八
六
）
川
、

★
秋
・
北
″
職
（
（
川
）
川
倫

★
峡
谷
燗
太
郎
（
じ
じ
）
川
、

★
式
潟
み
や
（
（
じ
）
川
介

★
内
川
咽
太
郎
（
じ
じ
沢
部
”
Ⅲ一

★
松
尼
椛
行
（
Ｌ
ハ
几
）
新
術
川

★
斎
藤
收
一
（
玉
し
）
・
・
・
柵
町

★
竹
川
又
し
（
じ
五
）
新
怖
町

★
湫
脇
オ
サ
（
八
○
）
川
端
町

★
占
川
す
げ
（
七
九
）
川
端
川

☆
乗
川
沽
と
肋
（
八
ご
林
川
唖
憾

★
中
村
群
六
（
八
脈
）
化
派
虹

ｉ
伽

★
川
村
服
威
（
じ
・
）
肝
崎

１
１
郎
口
州
町
・
一

(4）


